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深
江
物
語
（
11
）

　
正
寿
寺
の
創
立
と
幕
末
の
事
件

深
江
塾
　
森
　
口
　
健
　
一

寺
と
神
社

　
「
古
い
町
」
に
あ
っ
て
「
新
し
い
町
」
に
な
い
の
が
寺
と
神
社
で
あ
る
。

戦
後
に
で
き
た
所
謂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
所
に
、
お
寺
や
神
社
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
寡
聞
に

し
て
知
ら
な
い
。

　
季
節
の
移
り
変
わ
り

に
応
じ
て
神
社
を
中
心

に
祭
り
と
い
う
名
の
神

事
が
行
わ
れ
る
。
お
寺

で
は
、
人
生
の
終
末
や

そ
の
後
は
縁
者
を
中
心

に
、
多
く
の
人
が
お
寺

に
関
わ
る
こ
と
に
な

る
。
寺
や
神
社
は
そ
の

地
域
の
人
の
生
活
に
本

来
は
身
近
で
あ
り
欠
か

せ
な
い
施
設
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　
深
江
に
は
、
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
正し

よ
う
じ
ゆ
じ

寿
寺
、
神
社
は
通
称

大だ
い
に
ち
じ
ん
じ
や

日
神
社
、
正
式
に
は
大お

お

ひ

る

め

じ

ん

じ

や

日
霊
女
神
社
が
あ
る
。
立
地
し
て
い
る
の
は
い

ず
れ
も
深
江
本
町
三
丁
目
で
あ
る
。
深
江
の
町
は
古
い
歴
史
の
あ
る
町
な

の
だ
。
と
も
に
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
全
壊

し
再
建
さ
れ
た
。
正
寿
寺
は
現
在
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
モ
ダ
ン
な
建

物
に
変
わ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
重
厚
な
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
本

堂
だ
っ
た
（
写
真
１
）。

　
人
々
は
、
葬
儀
や
法
要
で
こ
の
寺
を
利
用
し
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に

応
じ
て
神
社
の
行
事
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
時
間
を
共
有
し
て
き
た
。
こ

の
寺
と
神
社
が
、
深
江
に
お
け
る
信
仰
の
場
と
し
て
深
江
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
こ
と
に
異
議
を
挟
む
人
は
あ
る
ま
い
。

　
し
か
し
永
い
時
間
が
共
有
さ
れ
な
が
ら
、
む
し
ろ
永
い
ゆ
え
か
、
こ
の

寺
や
神
社
の
由
来
は
定
か
で
な
い
。
こ
の
寺
が
な
ぜ
こ
の
宗
派
で
あ
る
の

か
？
　
そ
の
宗
派
と
深
江
の
人
々
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
　

い
つ
か
ら
こ
の
場
所
に
寺
は
あ
る
の
か
？

　
こ
の
「
深
江
物
語
」
も
寺
と
神
社
を
語
ら
ず
に
、
物
語
は
成
り
立
た
な

い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
寺
と
神
社
に
つ
い
て
聞
く
べ
き
人
が
い
な
い
。
文

字
に
な
っ
た
資
料
（
史
料
）
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、

寺
も
神
社
も
そ
の
由
来
歴
史
に
は
異
説
が
あ
る
。

　
現
在
一
般
の
人
が
比
較
的
見
や
す
い
の
は
『
本
庄
村
史
』
に
あ
る
記
述

で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
籍
で
は
幾
つ
か
の
文
献
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
確
定

し
た
由
来
、
歴
史
は
結
局
不
明
で
あ
る
。
村
史
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
武

庫
郡
誌
』
を
紐
解
い
て
み
た
。

 

『
武
庫
郡
誌
』
の
正
寿
寺
の
記
述

　
『
武
庫
郡
誌
』
を
開
く
。
該
当
箇
所
は
「
第
一
三
節
　
仏
閣
　
第
三
項

写真１　震災以前のありし日の正寿寺（昭和36年）
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永
井
山
正
寿
寺
（
深
江
字
垣
添
）」
で
あ
る
。
以
下
に
、『
武
庫
郡
誌
』

の
当
該
記
述
を
全
文
引
用
す
る
。
な
お
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

　
【
開
基
其
他
】
真
宗
西
本
願
寺
末
京
都
六
条
常
楽
寺
末
な
り
。
本

尊
は
阿
弥
陀
如
来
に
し
て
、
寛
永
十
癸
酉
年
（
紀
元
二
二
九
三
年
）

僧
空
照
の
開
基
す
る
所
、
境
内
三
百
六
十
坪
、
檀
徒
五
百
余
戸
あ
り
。

　
【
沿
革
】
往
昔
芦
屋
川
西
方
字
池
の
下
に
一
部
落
あ
り
。
之
を
永

井
屋
敷
と
云
ひ
、
其
西
方
四
ツ
松
川
附
近
字
薬
王
寺
及
び
堂
の
後
に

一
部
落
あ
り
、
之
を
薬
王
寺
旦
家
と
云
へ
り
。
其
部
落
に
一
寺
あ
り

薬
王
寺
と
称
し
、
真
言
宗
に
し
て
大
日
如
来
を
安
置
せ
し
が
、
文
明

年
間
（
紀
元
二
一
二
九
―
四
六
年
）
本
願
寺
八
世
蓮
如
上
人
布
教
の

際
、
時
の
住
職
観
空
之
に
帰
依
し
、
改
宗
し
て
弟
子
と
な
り
、
道
場

延
寿
寺
と
称
し
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
せ
り
。

　
寛
永
十
年
（
紀
元
二
二
九
三
年
）
之
を
現
今
の
位
置
に
移
転
せ
り
。

時
に
薬
王
寺
・
永
井
屋
敷
の
両
部
落
は
合
同
し
て
深
江
村
と
称
し
た

り
。

　
会
々
永
井
三
左
衛
門
、
薙
髪
し
て
空
照
と
称
し
、
寺
を
永
井
山
正

寿
寺
道
場
と
改
め
其
住
職
と
な
れ
り
。
之
を
当
寺
の
開
基
と
な
す
。

　
同
十
九
年
十
二
月
十
七
日
、
本
山
よ
り
木
仏
を
下
附
さ
れ
し
、
寺

号
を
許
さ
る
。
由
り
て
正
寿
寺
と
称
す
る
に
至
る
。

　
天
保
十
二
年
（
紀
元
二
五
〇
一
年
）
本
堂
の
一
部
消
失
し
、
記
録

悉
く
烏
有
に
帰
す
。

　
故
に
当
記
を
尻
池
高
福
寺
よ
り
転
写
し
、
今
に
存
す
。

【
宝
物
】
宝
物
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

一
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像

一
、
親
鸞
聖
人
御
影
　
寛
永
十
九
年
壬
午
十
二
月
許
可

一
、
蓮
如
上
人
御
影
　
文
化
元
甲
子
年
三
月
三
日
許
可

　
右
の
外
、
種
々
の
御
影
あ
り
。

　
以
上
『
武
庫
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
後
半
に
薬
王
寺
と
い
う
真

言
宗
の
寺
が
あ
っ
た
。
文
明
年
間
（
一
四
六
九
―
八
七
）
浄
土
真
宗
の
蓮

如
に
帰
依
し
た
薬
王
寺
の
住
職
は
、
改
宗
と
と
も
に
寺
の
名
前
も
延
寿
寺

と
変
え
た
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）、
寺
を
字
薬
王
寺
か
ら
字
垣
添
へ
移

し
、
さ
ら
に
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
は
京
都
の
本
山
か
ら
正
寿
寺

の
寺
号
を
許
可
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
た
と
い
う
。

『
武
庫
郡
誌
』
の
読
み
解
き

　
以
上
の
文
を
筆
者
な
り
に
読
み
解
い
て
み
た
い
。

　
ま
ず
所
在
地
の
「
深
江
垣
添
」
の
垣
添
と
は
正
寿
寺
の
現
在
地
の
旧
地

名
、
小
字
名
で
あ
る
。
ち
な
み
に
大
日
神
社
の
旧
地
名
字
名
は
垣
内
で
あ

る
。
芦
屋
川
河
口
近
く
の
西
、
深
江
の
東
端
で
現
在
の
芦
屋
と
の
境
界
近

く
、
阪
神
電
車
軌
道
の
北
側
に
宝
島
池
あ
る
い
は
皿
池
と
呼
ば
れ
る
溜
池

が
あ
る
。
溜
池
南
の
小
字
名
に
「
池
の
下
」
が
あ
っ
た
。
現
在
の
深
江
本

町
一
丁
目
で
、
昭
和
四
十
七
年
ま
で
は
繁
昌
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
所
で
あ

る
。
そ
の
付
近
に
一
つ
の
集
落
が
あ
っ
た
。
こ
の
集
落
を
永
井
屋
敷
と
言
っ

た
。
現
在
の
深
江
と
芦
屋
市
の
境
界
近
く
、
字
池
の
下
を
取
り
巻
く
よ
う

に
永
井
の
字
が
あ
っ
た
。
深
江
南
町
一
丁
目
か
ら
北
に
向
か
っ
て
深
江
本

町
一
丁
目
、
同
北
町
一
丁
目
は
永
井
浜
、
南
永
井
、
下
永
井
、
前
永
井
、

西
永
井
、
中
永
井
、
上
永
井
と
い
う
小
字
が
連
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
集
落
の
西
の
方
の
高
橋
川
の
支
流
の
四
つ
松
川
付
近
の
字
薬
王
寺

と
堂
の
後
に
一
部
落
が
あ
っ
た
。
小
字
の
「
堂
の
後
」
と
い
う
の
は
明
治
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時
代
に
は
「
宮
の
後
」
と
あ
る
附
近
だ
ろ
う
（
図
１
）。
こ
れ
を
薬
王
寺
檀

家
と
い
っ
た
。
そ
の
部
落
に
一
つ
の
寺
が
あ
っ
て
薬
王
寺
と
言
い
、
寺
に

は
大
日
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
室
町
時
代
の
文
明
年
間
（
一
四
六
九
―
八
七
）、
本
願
寺
八

世
の
蓮
如

上
人
が
当

地
布
教
の

時
、
当
時

の
薬
王
寺

住
職
で
あ

っ
た
観
空

は
蓮
如
上

人
に
帰
依

し
、
真
言

宗
か
ら
浄

土
真
宗
に

改
宗
し
て

蓮
如
の
弟

子
と
な
っ

た
。
寺
の

名
前
を
「
道
場
延
寿
寺
」
と
変
え
て
阿
弥
陀
如
を
本
尊
と
し
た
。

　
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
こ
の
延
寿
寺
を
「
垣
添
」
に
移
し
た
。
現
在

の
正
寿
寺
の
あ
る
場
所
、
深
江
本
町
で
あ
り
昭
和
二
十
五
年
ま
で
は
大
日

町
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
寺
が
薬
王
寺
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
こ

ろ
、
東
の
永
井
の
集
落
と
西
の
薬
王
寺
の
集
落
は
一
つ
と
な
っ
て
深
江
村

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
寺
を
垣
添
に
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
永
井
三
左
衛
門
が
剃
髪
し
空
昭
（
空

照
）
と
名
乗
る
と
と
も
に
、
寺
の
名
前
を
「
永
井
山
　
正
寿
寺
道
場
」
と

改
め
た
。
こ
の
道
場
は
単
に
「
念
仏
道
場
」
と
も
い
う
。

深江の小字（『本庄村史』地理編・民俗編所収）

写真２　正寿寺の歴代住職忌日
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移
転
か
ら
九
年
の
後
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
十
二
月
十
七
日
、

本
山
か
ら
木
仏
を
受
け
て
正
寿
寺
と
名
乗
る
こ
と
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
以
っ
て
「
空
昭
（
空
照
）」
を
正
寿
寺
の
開
基
と
し
た
。

　
正
寿
寺
に
は
開
基
の
空
照
を
初
代
と
す
る
住
職
の
歴
代
忌
日
が
保
存
さ

れ
て
い
る
（
写
真
２
）。

　
以
上
が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
発
行
の
『
武
庫
郡
誌
』
の
正
寿
寺
に

関
す
る
記
述
で
、
そ
の
元
に
な
っ
た
の
は
「
尻
池
高
福
寺
よ
り
転
写
」
と

断
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
火
災
で
正

寿
寺
本
堂
が
焼
け
て
記
録
が
こ
と
ご
と
く
無
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、

神
戸
市
長
田
区
西
尻
池
に
は
浄
土
真
宗
の
寺
「
高

福
寺
」
が
現
存
し
て
い
る
。

　
一
方
『
本
庄
村
史
』
地
理
編
・
民
俗
編
に
よ

れ
ば
、
寺
伝
で
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
一
五
五
五
）
永
井
氏
の
出
身

の
僧
正
福
が
、
本
願
寺
九
世
実
如
の
裏
書
の
あ
る
阿
弥
陀
如
来
像
を
安
置

し
た
と
も
い
う
。
少
し
内
容
は
食
い
違
っ
て
い
る
が
、
戦
国
時
代
に
真
言

宗
か
ら
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
た
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　
正
寿
寺
に
残
る
最
古
の
過
去
帳

　
『
武
庫
郡
誌
』
の
記
述
は
「
尻
池
高
福
寺
よ
り
転
写
」
と
断
っ
て
い
る

よ
う
に
、
正
寿
寺
の
一
次
史
料
で
は
な
い
。
た
だ
、
転
写
し
た
理
由
と
し

て
「
天
保
十
二
年
の
火
災
で
本
堂
が
焼
け
て
記
録
が
な
く
な
っ
た
」
と
い

写真３　正寿寺過去帳「蓮華勝會録」
天保12年から始まっている

写真４　再建中の正寿寺（昭和36年）正寿寺提供

写真５　屋根がほぼ完成（同）
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う
信
憑
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
正
寿
寺
に
現
存
す
る
最
古
の
「
過

去
帳
」
が
あ
る
。
そ
の
過
去
帳
は
「
天
保
十
二
年
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
（
写
真
３
）。

　
江
戸
時
代
の
深
江
の
住
民
は
ほ
ぼ
全
て
が
浄
土
真
宗
の
信
者
で
あ
り
正

寿
寺
の
檀
家
で
あ
る
。
そ
の
た
め
住
民
の
死
去
に
伴
う
記
録
は
正
寿
寺
の

過
去
帳
に
全
て
が
記
録
さ
れ
る
。

　
こ
の
過
去
帳
の
中
身
は
個
人
情
報
と
い
う
こ
と
で
記
載
さ
れ
て
い
る
親

族
以
外
は
見
る
事
は
で
き
な
い
。『
武
庫
郡
誌
』
の
記
載
の
天
保
十
二
年
の

火
災
に
よ
っ
て
本
堂
が
焼
け
て
記
録
が
失
わ
れ
た
と
い
う
記
述
と
、
現
存

す
る
最
古
の
過
去
帳
の
年
が
符
合
す
る
。

　
記
録
の
消
失
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の

お
よ
そ
一
〇
〇
年
後
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
空
襲
の
た
め
多
く

の
史
料
が
失
わ
れ
た
が
、
過
去
帳
だ
け
は
持
ち
出
さ
れ
て
今
に
伝
わ
る
。

本
堂
も
焼
失
し
た
が
昭
和
三
十
六
年
に
再
建
さ
れ
た
（
写
真
４
、
５
）。

　
木
造
で
所
謂
宮
大
工
に
よ
る
建
築
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が

本
堂
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
建
築
様
式
を
踏
襲
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

当
時
総
工
費
が
五
〇
〇
万
円
と
い
わ
れ
た
。
令
和
の
現
在
価
値
で
は
お
よ

そ
一
億
円
に
も
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
新
し
い
発
見
…
神
戸
事
件
の
舞
台

　
江
戸
時
代
の
天
保
十
二
年
の
火
災
以
後
新
た
に
作
成
さ
れ
、
昭
和
二
十

年
の
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
記
録
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
大
事
件
が
、
最
近
に
な
っ
て
分
か
っ
た
。
　

　
発
端
は
、
平
成
三
十
一
年
、
岡
山
県
の
郷
土
歴
史
研
究
家
の
衛
藤
廣
隆

氏
が
、
神
戸
事
件
の
文
献
調
査
中
に
「
深
江
村
の
正
寿
寺
」
と
い
う
名
が

出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
寺
に
来
訪
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
神
戸
事
件
は
最
近
で
は
学
校
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

「
知
る
人
ぞ
知
る
」
だ
け
の
出
来
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

明
治
新
政
府
が
正
式
に
外
国
と
行
っ
た
最
初
の
外
交
交
渉
で
、
日
本
の
近

代
外
交
史
、
政
治
史
に
と
っ
て
、
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。

　
事
件
は
、
神
戸
の
港
に
停
泊
す
る
米
英
な
ど
西
欧
人
と
岡
山
方
面
か
ら

進
軍
し
て
き
た
岡
山
池
田
藩
兵
と
が
、
神
戸
元
町
の
三
宮
神
社
付
近
で
衝

突
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
進
軍
す
る
池
田
藩
の
隊
列
を
西
欧
人
が
横
切
っ

た
こ
と
に
対
し
、
池
田
藩
の
そ
の
場
の
責
任
者
が
手
槍
で
持
っ
て
西
欧
人

を
威
嚇
し
た
こ
と
か
ら
、
双
方
の
発
砲
事
件
に
な
っ
た
。
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
、
九
月
に
明
治
に
改
元
）
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
事
件
発
生
と

と
も
に
武
力
に
優
れ
る
西
欧
列
強
の
軍
隊
に
よ
っ
て
、
神
戸
の
町
は
封
鎖

占
領
さ
れ
る
事
態
に
と
な
っ
た
。

　
明
治
新
政
府
と
西
欧
諸
国
と
の
様
々
な
外
交
交
渉
の
結
果
、「
一
人
の
武

士
の
切
腹
に
よ
っ
て
、
そ
の
命
と
引
き
換
え
に
西
欧
列
強
と
の
戦
争
や
神

戸
の
町
を
外
国
に
占
領
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
の

サ
ム
ラ
イ･

武
士
の
名
を
瀧
善
三
郎
と
い
う
。

　
岡
山
の
歴
史
研
究
家
衛
藤
氏
か
ら
教
授
い
た
だ
い
た
文
献
に
沿
っ
て
深

江
に
関
係
の
あ
る
出
来
事
を
追
っ
て
み
る
。

　
事
件
当
時
、
池
田
藩
は
西
宮
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
打
出
に
陣

屋
が
あ
っ
た
。
池
田
藩
の
責
任
者
の
一
人
で
あ
る
瀧
善
三
郎
た
ち
は
摩
耶

山
、
六
甲
山
山
麓
を
東
に
進
み
森
村
（
現
東
灘
区
森
北
町
）
や
深
江
村
の

寺
を
中
心
に
分
宿
し
て
い
た
。
瀧
善
三
郎
の
宿
は
森
村
の
志
井
六
兵
衛
の

家
だ
っ
た
と
い
う
（
岡
久
渭
城
『
明
治
維
新
神
戸
事
件
』
瀧
正
信
顯
彰
會
、

一
九
三
八
年
）。

　
神
戸
の
居
留
地
付
近
で
の
発
砲
事
件
に
伴
い
、
西
欧
列
強
は
新
政
府
に
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対
し
「
下
手
人
を
犯
罪
者
と
し
て
死
罪
」
を
要
求
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

事
件
当
時
の
岡
山
池
田
藩
の
進
軍
は
正
規
軍
の
行
進
で
あ
り
、
そ
の
進
行

を
妨
害
し
た
西
欧
人
は
無
礼
な
行
動
で
あ
る
。

　
明
治
政
府
は
、
諸
外
国
に
対
し
正
当
な
政
府
で
あ
り
外
交
権
と
そ
の
交

渉
力
を
示
す
た
め
、
結
果
と
し
て
外
国
の
要
求
を
呑
む
こ
と
に
し
た
。
即

ち
、
瀧
善
三
郎
の
切
腹
で
あ
る
。
森
村
に
駐
屯
し
て
い
た
瀧
善
三
郎
は
、

警
護
の
者
た
ち
に
付
き
添
わ
れ
、
深
江
村
の
正
寿
寺
に
下
っ
た
。
正
寿
寺

の
す
ぐ
南
に
は
西
国
浜
街
道
が
あ
り
、
刑
場
即
ち
切
腹
場
所
で
あ
る
兵
庫

津
の
永
福
寺
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
神
戸
事
件
と
瀧
善
三
郎
の
武
士
と
し
て
の
行
動
や
切
腹
の
作
法
に
つ
い

て
は
、
か
の
新
渡
戸
稲
造
の
有
名
な
著
作
「
武
士
道
」
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
瀧
善
三
郎
は
、
そ
の
「
武
士
道
」
に
も
書
か
れ
て
い
る
ほ
ど
に
立

派
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
文
武
両
道
に
秀
で
た
サ
ム
ラ
イ
で
あ
っ
た
。

彼
は
死
出
の
道
を
森
村
か
ら
深
江
村
の
正
寿
寺
に
向
か
う
。

　
六
甲
山
の
麓
、
森
に
囲
ま
れ
た
森
村
の
寺
か
ら
海
岸
に
近
く
西
国
浜
街

道
に
近
い
深
江
村
の
正
寿
寺
を
経
て
、
瀧
善
三
郎
は
罪
人
と
し
て
切
腹
場

所
で
あ
る
兵
庫
の
寺
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
胸
中
を
瀧
善
三
郎
は
歌
に
託
す
。

　
　
　
　
い
ま
は
は
や
　
森
の
日
陰
と
　
な
り
ぬ
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
に
匂
う
　
や
ま
と
魂

「
森
の
日
陰
」
の
森
は
森
村
を
示
し
て
い
る
事
は
容
易
に
分
か
る
。

「（
わ
が
身
は
死
ん
で
）
森
村
の
山
手
の
木
々
の
木
陰
に
隠
れ
て
し
ま
う
け

れ
ど
、
朝
日
に
輝
く
の
は
武
士
の
心
、
大
和
魂
で
あ
る
（
そ
れ
は
永
遠
で

あ
る
）」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
き
の
う
見
し
　
夢
は
今
更
ひ
き
か
え
て

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
の
浦
に
　
名
を
や
残
さ
ん

　
「（
昨
日
ま
で
）
見
た
（
将
来
の
）
夢
は
、
今
更
ど
う
に
も
な
ら
な
い
け

れ
ど
、
こ
の
神
戸
の
海
辺
に
（
武
士
の
名
誉
の
）
名
こ
そ
残
し
た
い
も
の

で
あ
る
」
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
神
戸
事
件
は
、
神
戸
の
歴
史
を
語
る
中
で
は
欠
か
せ
な
い
事
件
で
あ
る
。

あ
る
い
は
日
本
外
交
史
を
学
ぼ
う
と
思
う
人
に
お
い
て
は
、
そ
の
知
識
は

必
須
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
件
の
顛
末
の
中
で
、
深

江
の
正
寿
寺
が
舞
台
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
り
、
多
少
の
誇

り
の
気
持
ち
も
隠
せ
な
い
気
分
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
深
江
の
歴
史
の
事
跡
の
中
か
ら
、『
本
庄
村
史
』
で
も
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
話
で
あ
る
。
こ
の
神
戸
事
件
と
深
江
村
や
正
寿
寺
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
は
、
深
江
の
歴
史
と
し
て
新
し
く
記
憶
さ
れ
る
べ
き
一
ペ
ー

ジ
が
加
え
ら
れ
た
と
思
う
。

協
力
の
お
礼

　
こ
の
原
稿
作
成
に
当
た
っ
て
は
正
寿
寺
の
棘
信
勝
住
職
か
ら
資
料
の
提

供
な
ど
、
多
く
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
の
郷
土
史
家
衛
藤

氏
か
ら
は
平
成
三
十
一
年
の
正
寿
寺
に
お
け
る
講
演
会
を
は
じ
め
、
氏
の

話
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
深
江
塾
は
令
和
二
年
度

例
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た
め
不
開
催
で
し
た
。
森
口
が
原
稿
を
書

き
、
大
国
が
修
正
し
ま
し
た
。


